
（別紙３）

～ 令和７年　５月　３１日

（対象者数） ４７名 （回答者数） ２４名

～ 令和７年　６月　１０日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員間で連絡内容や活動の様子の伝え方などが統一されて

いない部分もあるため、まずは職員間で共有を行い安定した

情報共有を行って参ります。

・おたよりや日々の連絡ツールを用いた保護者様との情報共有

が出来ている。

・毎月のおたよりでは音楽療育のプログラムの紹介や、活動の

様子を写真にて共有するなど、見て分かりやすいものを意識し

て作成している。

○事業所名 HIYOKO SPORTS富沢教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和７年　５月　１９日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和７年　６月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　６月　１２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



2

・職員間でさらに協力体制を取ることが出来るよう、声を掛

け合いながら全職員が高いレベルで支援することが出来るよ

う、専門的な研修や情報共有を行って参ります。

3
・今後も利用者の安全に最大限配慮した活動の企画、運営に

努めて参ります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・いつでも個室として使うことが出来るよう、部屋を確保す

ることや、パーテーションなどを用いて空間を仕切る等の工

夫をして参ります。

2

・新規職員への指導マニュアルの作成や、支援を行うにあ

たってのポイントをまとめたものなど、指導する職員も迷い

のないよう、また、新規職員も統一した支援が出来るよう整

えて参ります。

・個別の支援をするにあたって、個室が確保されていない。
・支援室に限りがあることや、必要な物品(パーテーション、

静かに過ごせるグッズ等)が揃っていない。

・職員の統一した声がけや支援が曖昧である。 ・新規職員への指導が確立していない。

・職員増員による、支援の厚みを増すことができている。
・保育士や放課後等デイサービス経験のある職員の増員によ

り、より個々に合わせた支援を行うことが出来ている。

・支援プログラム以外の活動を行うことができている。
・活動が固定化しないよう、休日や長期休みの外出活動を企画

することが出来ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等
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